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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,心臓発生期に発現する細胞間シグナル分子をクローニングするため,最近医化学の本庶教授
グループにより開発されたシグナルシークエンス ･トラップ (以下SST)法を応用した研究である｡
マウス胎仔心臓 (受精後9日)からSSTcDNAライブラリーを作成してスクーリングを行い,シグナ
ルシークエンスを持つ一つのクローンを得た｡このクローンの全長cDNAをクローニングし,塩基配列
を決定したところ,最近開発されたヒトリンホトキシンβ (LTβ)受容体のマウスホモログ (マウス
LTβ受容体)であることが判明した｡その発現は受精後7日の早期肱から見られ,発生期における役割
が示唆された｡またマウスLTβ受容体の染色体マッピングを行い,それが6番染色体のTNF受容体
(p55)のごく近傍に位置することを明らかにした｡
以上の研究は,SST法を発生期細胞間シグナルのクローニングに応用した最初のものである｡LTβ受
容体はFaS/TNF受容体ファミリーの新たなメンバーとして注目される分子であり,マウスホモログの
発見とその発生への関与の示唆,染色体マッピングによる染色体地図作成-の寄与において評価できる｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 1月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
